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令和５年１１月１６日（木） 

 

いちき串木野市立串木野中学校教頭 

文責 長岡 

Kyo to correspondence 
～当たり前のことを当たり前に～ 

デキる高校生が実践した勉強法「６つのルール」 

数学の偏差値が 17上昇 

 

教頭先生の日課といえばサーフィン🏄（ネット）です。ヤホーのニュースを読みながら

子どもたちに伝えたい内容があればメモしています。今回は勉強に関する内容です。今月

末にテストがあるので参考にしてみてください。 

私は数学の偏差値を 17 上げた経験があります。授業の受け方や家庭学習の取り組み方

を工夫すれば，成績が上がること間違いなしです。実際に行った勉強法をまとめました。 

（高校生記者・３年；10/13(金) Yahoo!ニュース） 
 

【１】板書以外もメモ 

まず，授業の受け方についてです。ポイントを整理してまとめると，内容を理解しやす

くなります。先生が言葉で説明しただけで板書していないところも，重要だと思ったらノ

ートに書き足します。 
 

【２】先生に積極的に質問 

先生に質問しに行くのをためらう人もいるかもしれませんが，最も効率がいいのはどん

どん質問することなんです。疑問を解消できるうえ，自分が分からないところだけを集中

的に勉強できます。 
 

【３】家庭学習は演習重視 

次は家庭学習の仕方についてです。まず，とにかく演習量を増やして経験値を積むこと

が大切です。将来的に，演習量が受験の合否を分けると言っても過言ではないと思います。 
 

【４】テスト返却後はしっかり見直し 

テスト返却後，見直しをします。点数を見て満足するのではなく，テストで分からなか

ったところのみを集中的に勉強できる絶好の機会で，効率的です。 
 

ちなみに個人的には，模試を受け過ぎるのもあまり良くないと思っています。受け過ぎ

ると復習に必要な時間も比例して長くなり，他の勉強に割く時間が少なくなるからです。 
 

【５】間違い直しノートを作る 

間違い直しノートを作ることも良いでしょう。その時に「分かる」と「できる」の違い

を明確にすることが重要だと思います。分からなかった問題を，答えを見て理解できても，

それをもう一度自力で解くことは意外にできません。 
 

【６】結果に一喜一憂しない 

テストの結果にあまり一喜一憂しないことも重要だと思います。いい結果が出た時に油

断をしないことはもちろん，悪い結果が出た時でも，落ち込んで勉強する時間がなくなら

ないようにメンタルを保つことが大切です。 
 

最後に教頭先生が思う大切なことは『自分のために』という気持ちが一番です。保護者，

先生が言うから，テストがあるからではなく，自分の夢，将来を見据えましょう。 
 

上の【１】～【６】の勉強法は大人になってからも重宝します。義務教育のうちに身に

付けておきたいですね。 



  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


